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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

市
が
計
画
を
進
め
て
い
る
、
花
巻

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
・
将
来
性
に
つ
い
て
伺
う
。

岩
手
県
が
掲
げ
る
「
育
児
の
日
」
を

推
奨
す
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
「
育

児
の
日
」
を
制
定
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
教
育
長
】

岩
手
県
で
は
、
家
庭
や
家

族
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
を
社
会
全
体
で

応
援
す
る
機
運
の
醸
成
を
目
的
に
、

月
11

19

日
を
「
い
い
育
児
の
日
」
と
定
め
て
い
る
。

産業振興と市民の利便性が期待

されるスマートIC

（花巻パーキングエリア）

【
市
長
】
市
道
山
の
神
諏
訪
線
の
整
備

に
よ
る
花
南
・
西
南
地
域
の
企
業
や
住

民
の
利
便
性
、
市
の
南
側
に
立
地
す
る
企
業

等
の
製
造
品
の
輸
送
時
間
短
縮
や
輸
送
コ
ス

ト
削
減
に
よ
る
産
業
振
興
、
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
の
渋
滞
緩
和
に
よ
る
確
実
な
配
送
と

入
出
荷
量
増
加
、
北
上
工
業
団
地

へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
等
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
必
要

と
考
え
る
。
将
来
性
に
つ
い
て
は
、
北
上
工
業

団
地
へ
の
東
芝
メ
モ
リ
と
関
連
企
業
進
出
や

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
・
花
巻
間
の
全
線

開
通
に
よ
る
高
速
道
路
の
利
用
増
加
、
県
立

中
部
病
院

へ
の
救
急
搬
送

分
圏
域
拡
大
、

20

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
へ
の
救
急
搬
送
時

間
短
縮
の
ほ
か
、
広
域
観
光
の
推
進
も
期
待

さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
必
要
性
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

防
災
力
強
化
に
つ
い
て

高橋 修 議員
（市民クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

本
市
と
し
て
は
、
改
め
て

制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
県

で
取
り
組
ん
で
い
る
「育
児

の
日
」
に

つ
い
て
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
市
民
に
広
く
周
知
を
図
り
、

家
庭
や
家
族
を
大
切
に
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
子
ど
も

の
成
長
と
子
育
て
に
つ
い
て
、

社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

県制定の「育児の日」を周知
「花巻市育児の日」制定は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
内
児
童
生
徒
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

法
人
化
や
農
地
の
集
約
化
と
い
っ

た
大
規
模
化
を
推
進
す
る
方
針
の
よ

う
だ
が
、
労
働
力
不
足
が
重
く
の
し
か
か
る

中
で
、
小
規
模
農
家
と
組
み
合
わ
せ
た
振
興

策
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
中
山
間
の
農
業

の
在
り
方
を
含
め
、
本
市
農
業
の
将
来
像
を

ど
う
描
く
の
か
。

【
市
長
】

農
業
・
農
村
の
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・

集落営農の組織化・法人化が進む

（小麦の収穫：笹間地区）

【
教
育
長
】

家
庭
の
貧
困
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
や
成
長
に
様
々
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
成
育
す
る
環
境
を
整
備
し
、
教
育
の

機
会
均
等
を
図
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
今
年
度
、
岩
手
県
保
健
福
祉
部
に

お
い
て
「（仮
称
）
岩
手
県
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
結
果
に

よ
り
、
市
に
お
け
る
貧
困
の
実
情
を
捉
え
、
自

分
の
将
来
に
希
望
を
持
て
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
事
業
を

検
証
・
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
は

伊藤源康 議員
（明和会）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

集
約
化
を
推
進
し
て
い
く
一

方
で
、
農
村
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
小
規
模
農
家

や
兼
業
農
家
な
ど
、
農
業
者

が
担
う
多
様
な
役
割
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
の
組
織

化
や
法
人
化
に
対
す
る
支
援
、

新
規
就
農
者
活
動
支
援
の
充

実
、
市
内
女
性
農
業
者
の
活

動
支
援
を
さ
ら
に
維
持
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

維持強化していくことが必要
本市の農業の将来像は

Ａ

Ｑ
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Ａ
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花
巻
米
が
実
需
者
の
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
状
況
と
し
て
花
巻
農
協
は
、

主
食
用
米
の
作
付
け
を
農
家
に
お
願
い
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

転
作
過
剰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

「

年
先
の
街
の
未
来
を
考
え
る
」

40

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
策
定
さ
れ
た
「
花
巻

市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
は
、
い
か

に
し
て
着
実
に
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
市

民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
か
が
問
わ
れ

て
く
る
。
こ
の
実
施
計
画
策
定
の
状
況
を
伺

う
。

【
市
長
】
現
在
進
め
て
い
る
実
施
計
画

は
「公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

40年先を見据えた「花巻市公

共施設マネジメント計画」

【
市
長
】

花
巻
米
の
需
要
は
、
県
産
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
認
知
度
が
徐
々
に

向
上
し
て
い
る
ほ
か
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
に
つ
い

て
は
実
需
者
か
ら
強
い
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
価
格
の
安
定
に
は
需
給
調
整
も
必

要
で
あ
り
生
産
目
安
の
範
囲
内
で
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
生
産
を
支
援
し
て
い
く
。
転
作
過
剰

に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
転
作
地
や
農
家
の

経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
、
需
要
に
応
じ
る

た
め
生
産
目
安
の
範
囲
内
で
、
飼
料
用
米
か

ら
主
食
用
米
へ
の
作
付
け
を
誘
導
し
て
い
く
。

転
作
過
剰
へ
の
対
応
は

本舘憲一 議員
（花巻クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

に
基
づ
い
て
、
平
成

年
度
か

31

ら
の
５
年
間
を
第
一
次
計
画
と

し
て
策
定
す
る
。
学
校
や
市
営

住
宅
、
下
水
道
な
ど
国
の
指
針

に
よ
り
用
途
ご
と
に
策
定
す
る

個
別
施
設
計
画
の
ほ
か
、
振
興

セ
ン
タ
ー
や
文
化
会
館
な
ど
、

指
針
に
示
さ
れ
て
い
な
い
用
途

の
施
設
に
つ
い
て
も
維
持
管
理

や
施
設
総
量
を
総
括
し
て
管
理

す
る
。
今
後
は
施
設
ご
と
に
改

築
、
改
修
等
の
計
画
を
検
討
し
、

大
規
模
改
修
施
設
に
つ
い
て
は
、

劣
化
状
況
や
躯
体
の
調
査
を
行

い
、
専
門
家
の
助
言
も
得
な
が

ら
、
年
度
内
の
策
定
を
目
指
す
。

年度内の策定を目指す
施設維持管理の実施計画は

Ａ
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長
時
間
の
部
活
動
が
問
題
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
外
部
指
導
員
の
任

用
や
週
二
日
以
上
の
休
養
日
の
設
置
、
活
動

時
間
の
上
限
指
定
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
た
が
、
市
内
中
学
校
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

国
主
導
に
よ
る
生
産
調
整
が
廃
止

さ
れ
、
個
々
の
生
産
者
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
の
主
食

用
米
の
作
付
け
面
積
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
直
接
支
払
い
交
付
金
も
廃
止
と
な
っ

た
が
、
そ
の
影
響
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
市
内
の
平
成

年
度
主
食
用

30

米
の
作
付
け
面
積
は
７
０
６
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
前
年
比
で
２
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

休養とのバランスが取れた部活動が行わ

れている （石鳥谷中学校野球部）

【
教
育
長
】
市
内

の
中
学
校
は
常
設

11

部
に
顧
問
と
な
る
教
員
を
１
名
以
上

配
置
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
専
門
的
な
技

術
指
導
を
担
い
、
顧
問
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
外

部
指
導
者
を

校
全
て
が
委
嘱
し
て
い
る
。

11

土
日
な
ど
休
日
の
活
動
時
間
は
平
成

年
30

４
月
か
ら
５
月
の
場
合
、

校
中
３
校
が
３

11

時
間
か
ら
４
時
間
以
内
の
活
動
と
回
答
す
る

一
方
、
練
習
試
合
や
遠
征
の
た
め
６
校
が
概

ね
３
時
間
か
ら
４
時
間
活
動
、
２
校
が
４
時

間
以
上
と
し
、
練
習
過
多
の
状
況
が
あ
る
。

中
学
の
部
活
動
状
況
は

鎌田幸也 議員
（市民クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟

加
し
た
が
、
生
産
目
安
の
７
２
０

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
１
４
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
下
回
っ
た
。
ま
た
平
成
29

年
度
で
４
億
６
千
万
円
ほ
ど
の
直

接
支
払
い
交
付
金
は
廃
止
さ
れ
た
。

市
は
県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら

示
さ
れ
る
生
産
目
安
を
も
と
に
、

需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産

を
確
保
す
る
ほ
か
、
県
か
ら
国
に

対
し
て
米
の
需
給
安
定
に
資
す
る

新
た
な
支
援
策
を
創
設
す
る
よ
う

要
請
す
る
。
ま
た
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
や
補
助
事
業
を
活

用
し
、
飼
料
用
米
や
、
加
工
用
米
、

園
芸
作
物
な
ど
の
転
作
に
対
す
る

支
援
を
行
う
。

作付けは289ヘクタール増加
米の生産調整廃止の影響は

Ａ

Ｑ
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